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はじめに 

 

 この基本理念と倫理綱領は、社会福祉法人牧人会（以下当会という）の働きに参加する役

員、職員を含む全ての関係者が、理解し、尊重し、遵守すべき当会の基本理念と倫理綱領を

簡潔に示したものである。この内容は、当会が展開する社会福祉事業と、福祉サービスを提

供する福祉現場活動で現実的に実践し、現実化するために献身する決意をこめて、全ての関

係者が常にこれを共有し、信頼と連帯の中で確認し合うこと表明する。 

 

当会の設立理念と目的 

 

 当会は、キリスト教会に所属する人達が「神を愛することは、隣人を愛することである」

という基本理解とそれに応える行動として、1969年から設立準備活動は開始され、1971

年 10月に厚生省より社会福祉法人の設立が認可されている。当会の設立の理念は、キリス

ト教会と地域社会の委託に応え、地域社会で求められている社会福祉領域に参加し、地域社

会で弱い立場で生活する人達と連帯し共生して相互に人間形成と社会参加を支援し、共に

連帯して豊かな社会形成を目的にしている。また、社会福祉法人に期待されている役割と責

任を遵守し、あたえられた福祉現場の福祉的需要に応えた活動を先駆的に展開することを

設立が目的としている。当会が「牧人会」（まきびとかい）と命名され、毎年実施している

「職員依託任職式」はこの基本姿勢と使命を象徴的に表現したものである。 

 

 

当会の組織運営の基盤と基本構造と機能 

 

 当会は社会福祉法人としての基本的性格及び専門機能を常に維持し、地域社会の福祉的

需要に即応して福祉サービスを提供する社会福祉活動の実践集団として地域社会に存在す

ることを法人の事業目的としている。積極的に地域社会に発生する新しい福祉的需要と課

題を受け止め、先駆的に課題解決に参加できる専門機能を維持した組織形成、職員集団の育

成、専門的支援理論および技能の開発を当会の基本機能として位置付けている。 

 これらの基本機能を維持する本質的基盤は、キリスト教主義に依存し根拠にしている。キ

リスト教主義は、キリスト教会の聖典である聖書に示されたイエスキリストの生涯に示さ

れた思想と行動、その教説を根拠にし、基盤にしていることである。この本質的基盤を根拠

に、我が国は社会保障制度と政策、社会福祉理念と対象者を支援する多様な支援理論や実践



的支援方法と療法を有機的に連携させ、福祉サービスの内容を提供するシステムを構築し

ている。またキリスト教会は、当会の実践的活動支援する支援団体として、当会の活動に参

加するとともに、当会の存在基盤である聖書に示されたイエスキリストの生涯に示された

思想と行動、その教説を明確化する機能を維持している。 

 

当会の事業展開の基本姿勢 ー 地域社会連帯共生型の社会福祉事業の展開 

 当会の設置運営する社会福祉施設および実施事業は、「開かれた社会福祉施設」「市民が

参加できる社会福祉活動の展開の場」として用意されている。施設運営・事業活動の内容が

常に情報公開され、当会が地域社会の社会資源として位置づけられ活用されるとともに、地

域社会と地域住民に支援され連帯型共存型の社会福祉事業の実践活動によって、地域社会

に貢献することを基本理念とし、事業展開の基本姿勢にしている。 

 これは当会の設置運営する社会福祉施設、福祉施設、事業所、設置地域及び事業実施地域

が、福島県（西白河郡西郷村、同泉崎村、東白川郡塙町、同棚倉町、南会津郡南会津町、須

賀川市、安達郡大玉村、二本松市）、山形県（上山市、寒河江市）、宮城県（石巻市）と、

３県 11市町村で主に知的障害福祉領域を中心に、幼児から高齢者までを対象にした 15種

別 64事業を展開していることからも実証されている。(2024年 4月現在) 

 このように、当会の社会福祉事業活動の展開は、この広域的地域社会認識の視点から福祉

需要を認識し、地域住民、関係行政機関と連携してこれに対する福祉サービスの提供を可能

にする地域社会連帯型共存型福祉事業の展開を実践してきている。これは当会の広域地域

に活動する法人としての特質であり、他の多くの社会福祉法人に見られない独自の機能で

あり性格であり、また可能性である。この基本姿勢を今後とも継承し、地域社会連帯型共生

型に社会福祉事業を展開する。 

 

 

当会の福祉支援サービス提供の基本理念と姿勢 

 

 当会は利用者と職員集団が常に人間として平等の立場で生活場面に参加し、相互依存的

信頼関係を維持する人間関係のなかで、職員集団は利用者への福祉支援サービスを提供し、

これによって利用者自身による利用者の生活形成と自己実現を支援する事を福祉支援サー

ビスの基盤にしている。職員もまた自己の生活形成と利用者の生活形成とを相互依存的に

関連させ、職員自身の基本的人権と、個人の尊厳を尊重することが、同時に利用者の基本的

人権と個人の尊厳を尊重することになるという基本構造の中で、福祉現場の支援サービス

に参加することを福祉支援サービス提供の基本姿勢としている。 

 当会では以下の内容をすべての役員、職員、関係者が共有し連帯して、福祉現場の福祉サ

ービス支援活動で展開し、働きに献身することを共通の「祈りと決意」にしている。 

 



 

わたしたちの祈りと決意（倫理綱領） 

 ■ 人間理解 

  わたしたちは、創造主である神が、すべての人をご自身の愛の意志と計画に基づいて、神

の前に平等であり、同じ権利と尊厳を持った存在として創造され、地上に誕生させたことを

信じます。    

 

 ■ 社会福祉理念 

   わたしたちは、イエス・キリストが示された、神を愛し神に従うことは、神が創造され

た他の人を愛し、共に生活し、おたがいに仕えあう事実の中に存在することを信じ、これを

わたしたちの生きかたの基本とし、その根拠にします。 

 

 ■ 支援理念 

 わたしたちは、自分を愛するように、支援を必要とする立場で生きる人たちを愛し、共に

生活することを喜び、お互いに人間として尊重し、平等な立場で支え合うことを誇りとし、

このような生きかたを実現さしてくださる神の導きと護り、励ましを常に求めます。 

 

 ■ 業務参加の姿勢 

 わたしたちは、常に誠実に、愛と忍耐、お互いに許し合う祈りと行為を、私の働きの心と

し、わたしたちの弱さや不十分さにもかかわらず、わたしたちを認め、働きに参加すること

をお許しくださる神の期待にこたえる決意をもって与えられた働きに献身することを約束

します。 

 

 ■ 信頼と連帯による共生 

 わたしたちは、この世界が創造主である神の愛に基づく支配と秩序によって維持されて

いることを確信し、働きを展開する地域社会に生活するすべての個人の尊厳と権利を尊重

し、他者との自由意思に基づく相互の信頼と連帯による豊かな共生社会の構築と、その現実

化を強く推進します。 

  

 

 

                    2024（令和 6）年 10月 1日 現在   

 

 

 


